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《本号の表紙絵》

『現代醫學大辭典附録　第一號』
（春秋社，昭和四年（『現代醫學大辭典』））

『現代醫學大辭典』は昭和 4–8年にかけて刊行された全 27巻の医学辞典である．基礎医学

と臨床医学の各分野ごとに 1巻から 4巻が割り当てられ，山極勝三郎や稲田龍吉などの当時

の日本を代表する多くの医学者が執筆している．本文は縦書きで，各項目はあいうえお順で

配列されている．各項目の冒頭に日本語の用語・名称が太字で大きく書かれ，それに対する

ドイツ語・ラテン語名が横に小さく書かれている．項目の説明は，疾患については病因→種

類→療法・術式の順で簡潔に当該の疾患についての情報が盛り込まれ，器具の項目では器具

の使い方などの説明が行われており，医学に関するあらゆる情報が辞典という形でまとめら

れている．

この辞典がどのような着想から企画され，実際に多くの執筆者の手で作られるようになっ

た経緯については，辞典を構成する各巻には何も書かれていない．唯一の手がかりは第 1回

配本の第 12巻『婦人科學產科学篇　上巻』の附録であった．4頁からなる附録には「『現代

醫學大辭典』の豫約出版に際して」と題された一文があり，そこでは日本の医学が進歩して

諸外国に劣るものではないことを述べた後，当時の医学の講義や論文発表などのすべての活

動外国語によって行われていることを憂えている．そのうえで「醫學を日本語の學問とすべ

きである．そして現在雜然たる日本語の術語を整理し統一すべきである」と述べている．『現

代醫學大辭典』は単なる医学辞典ではなく，後に日本医学会が行う用語整理事業と同一の問

題意識の元に作られたことを，この附録は伝えている．

配本物の附録は保存されないことも多いが，本体である冊子そのものからは窺い知れない

情報を含んでいることもある．
（澤井　　直）


